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【横瀬町】 

１人１台端末の利活用に係る計画 

 

１．１人１台端末を始めとするICT環境によって実現を目指す学びの姿 

学習指導要領及び中央教育審議会答申「令和の日本型教育」の構築を目指して～全て

の子供たちの可能性を引き出す、個別最適な学びと、協働的な学びの実現～」の内容並

びにこれらに引き続く政府の議論等では、ＩＣＴの活用と少人数によるきめ細かな指導

体制の整備による「個別最適な学び」と、これまでも日本型学校教育において重視され

てきた「協働的な学び」を一体的に充実し、子供たちの資質・能力を育成することが求

められている。 

上記内容を踏まえて、本町では横瀬町教育振興基本計画（令和６年度～令和９年度）

では、「互いを尊重し、たくましく・楽しく、生きる力を育む」を目指す教育の姿で示

している。また、基本計画の４つの施策の１つ「児童生徒の生きる力を着実に育む」の

中の「時代の変化に対応する教育の推進」に児童生徒と学びをつなぐ児童生徒の学び合

いに、ＩＣＴを効果的に活用し、学ぶ力を育成することを掲げている。主な取組として

は、Chromebook活用による授業の実施、Chromebookと電子黒板等を活用した主体的・対

話的で深い学びに向けた授業の実施、タイピング学習によるＩＣＴ技能の習得等を掲げ、

児童生徒の資質・能力の向上につなげていくことを目指す。 

２．GIGA第１期の総括 

１人１台端末の整備については、令和２年度に全児童生徒、全教職員分を整備した。

ネットワークについては、令和元年度に横瀬中学校、令和２年度に横瀬小学校を整備し、

GIGAスクール構想の実現に向けた構内通信ネットワークを整えた。整備した端末及びネ

ットワークを活用した学びを推進していくため、ソフトウェア等を導入し、研修を行っ

た。その結果、授業や家庭学習でのICT活用が推進され、個別最適な学習が実現されて

いる。さらに希望する不登校児童生徒に対して、オンライン配信するなど１人１台端末

を活用した学びの保障についても取り組みが進んでいる。 

　しかし、活用が進むにつれて、授業中に端末が動かなくなるなどネットワークの不具

合が明らかになってきた。 

　GIGA第２期については、ネットワークを強化し、授業での活用の妨げにならないよう

課題を解決していく。 

３．１人１台端末の利活用方策 

十分な予備機を含め、端末を適切に更新し、1人１台端末の環境を引き続き維持する

ことを前提とし、以下のように利活用していく。 

（１）「１人１台端末の積極的活用」 



　　授業や家庭学習、学校・家庭間の連絡等、様々な場面での１人１台端末の活用を積

極的に進める。また、県内の先進地域の授業視察や県外の先進地域等の視察も行い、

先進地域の取組から学び、本町の実践に活かしていく。 

（２）「個別最適な学び・協働的な学びの充実」 

　　 児童生徒が、自ら調べたり、考えをまとめたり、発表・表現したりする場面におい　　　　　

て１人１台端末を活用し、より主体的に学習に取り組む授業づくりを推進していく。 

    　授業支援ソフトを活用することで、教職員が児童生徒の学習状況を把握し、指導援

助に活かすことや、児童生徒同士が互いの考えにふれ自身の考えを広めたり、深めた

りしていく協働的な学びを充実させることを図っていく。また、児童生徒が自分のペ

ースで課題に取り組める個別最適な学びの環境を整備する。小中連携の学力向上推進

委員会（年３回）に各校の情報教育担当も加わり、ＩＣＴの効果的な活用事例を共有

し、より一層の充実を図っていく。 

（３）学びの保障 

誰一人取り残さない学びの保障を目指し、特別な教育的支援を必要とする児童生徒

に対して一人ひとりの特性に合わせたきめ細かな支援を行っていく。別室登校や不登

校傾向の児童生徒に対して教室から離れていても学びを続けられる環境を提供する際

に、ＩＣＴの利活用を模索し多様なニーズに対応していく。


